
道教委は、当面の研修で動画配信等の対応を検討
ワークシートに記入・提出など新たな負担の懸念も

●新型コロナウイルス感染拡大防止のため、道教委は研修実施の工夫を検討

北海道通信日刊教育版によると、道教委は、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、法定
研修は実施時期の延期や方法などを工夫して実施し、その他の研修は見送りも含めて再検討する
としています。
５・６月に実施することが望ましいとされる法定研修、喫緊の課題に対応するために教員が必

要とする研修、年度当初の学校運営に影響する研修などは、受講者が勤務校や近隣で受講できる
よう、①オンデマンド形式（あらかじめ用意された動画視聴など）による研修、②遠隔システム
を活用した研修、③資料配布―のいずれかで対応することとされています。

▼対応が決定した研修

・初任段階教員研修１年次Ⅰ期＝すべてオンデマンド形式
・新任主幹教諭研修＝すべてオンデマンド形式

▼対応を検討中の研修

・学校運営研修会（小・中・高）＝集合１日＋オンデマンド形式。小・
中学校を分けて実施

・学校運営研修会（特別支援）＝延期の上、集合１日＋オンデマンド形式。２組に分けて実施
・初任段階教員研修２年次Ⅰ～Ⅱ期＝指定校または実践校の視察＋指導主事との協議。学校視察
が難しい状況が続く場合、授業の動画視聴＋指導主事との協議

・初任段階教員研修３年次・事前研修＝実習前、各教育局で半日日程で実施
・初任段階教員研修３年次・実習＝地域の企業などで実習２日。夏季休業中の実習が難しい場合、
企業経営者の講演を本庁から教育局に遠隔配信し、協議する

・初任段階教員研修３年次・事後研修＝実習後、各教育局で半日日程で実施
・新任事務職員研修＝７月６～８日の予定を延期の上、集合１日＋オンデマンド形式で３コマ増

●課題提出に新たな負担の懸念も～コロナ感染症への対策に専念できる体制をこそ！

対応が検討中の研修では、集合して実施する対応も示されています。感染拡大防止の観点から、
各地の教職員が一堂に会して行う対応は、極力避けるべきです。
また、オンデマンド形式の研修では、あらかじめ用意された説明や講義の動画を受講者がパソ

コンなどで視聴し、ワークシートに記入・提出するなどの対応が示されています。ワークシート
の内容によっては、新たな負担が発生することも懸念されます。
コロナ感染症の拡大に伴い、各学校では、学校再開後、子どもたちの感染拡大防止の対応、長
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期間の臨時休校に伴う様々な対応が求められます。道教委は、子どものいのちと健康を守る対応
を最優先にするべきであり、教職員が様々な対応に専念できる体制を整えるべきです。
道教組は、研修の中止、少なくとも資料配付等の対応にとどめ、教職員のあたらな負担が発生

することのないよう、道教委に求めていきます。

●文科省が示した、教員免許更新講習についての対応

コロナ感染症に伴う教員免許更新講習の特例的扱いについて、文科省は３月３１日に「新型コ
ロナウイルス感染症への対応に関する免許状更新講習の実施における留意事項及び実施方法の特
例等について（通知）」を出しました。
その内容は、対面式免許状更新講習について、「特例として，変更届の提出によりインターネッ

ト等を活用した通信式免許状更新講習として実施することを認める」というものです。コロナ感
染症対策に専念できる体制を整えようという内容はまったく含まれていません。
３月１１日には、「新型コロナ感染症への対応に伴う免許状更新講習の中止により講習を受講で

きなかった者への対応について（事務連絡）」も出されていますが、多くの更新講習が中止となっ
ている中でも、まだ受講可能な講習があるとの紹介のみです。
文科省が示した、教員免許更新講習についての対応は、この２点のみです。コロナ感染症への

対応が最優先にされるべきで、特に負担の大きい教員免許更新講習は中止すべきです。道教委に
対し、中止を国へ強く要望するよう求めていきます。

●その他、研究指定などの事業についても見直すべき！

北海道通信日刊教育版の本日（４月２７日付）の紙面には、学校力向上に関する総合実践事業
において、新たに「地域指定」の取組を試行すると報じられました。コロナ感染症対策を最優先
にすべき学校において、このような道教委の事業、研究指定などが、当初の計画通りに推進され
ようとしていることは、問題です。
連休明けには、新たな要請書を道教委に提出する方向で準備を進めているところです。そこで、

各学校でコロナ感染症対策に責任を持てる条件整備や、研修などの事業の抜本的見直しを強く要
求します。

●道教組へ、ご意見ください

道教組には、新型コロナウイルス感染症対策や休校に関わって、教職員の勤務や様々な対策に
ついての相談が、数多く寄せられています。道教委に対応を求め、いくつもの改善を実現してき
ました。
声を上げれば、状況は変えられます。下記のＱＲコードから、ご意見をお寄せください。
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新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う臨時休校や再開後の学
校での対応について、学校現場で困っていること、改善したいこ
となど、ご意見をお聞かせください。
今後の道教組のとりくみに生かしていきます。

右のＱＲコードより、メールフォームでご意見ください。

下記のメールでも受け付けています。

道教組メール dokyoso@seagreen.ocn.ne.jp


